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● 1999：生物の進化を模倣した人工知能技術の研究

● 2002：インターネット上の知識共有・コミュニケーションの研究

● 2009：学術情報サービスCiNiiの開発責任者（〜2019）

● 2019：メディア芸術データベースのプロデューサー（〜現在）

● 2019：デジタル人文学の研究教育（〜現在）

● 2020：人工知能学会セマンティックウェブとオントロジー研究会主査（〜2022）

● 2020：人工知能学会編集委員会（〜2024）

● 2021：人工知能学会理事（〜2023）

● 2021：デジタルアーカイブ学会理事（〜現在）

自己紹介



いづれの御時にか　女御更
衣あまたさぶらひたまひける
なかに　いとやむごとなき際
にはあらぬがすぐれて時め
きたまふ　ありけり…

資料・史料 画像 テキスト 知識

コンピュータ

インターネット

OCR

テキストマイニング

デジタルアーカイブの構図

クラウドソーシング

メタデータ

構造化

共有と協働 透明性大規模化

画像処理

人工知能

スキャン・撮影



AIとは

● 人工知能学会設立趣意書

○ 頭脳の働きに代わる機械が欲しいという人類の夢は、大量の数値

データに対して複雑な計算を高速に行うという面では、電子計算機

により実現された。現在の情報処理技術はこの意味においては、

人間の能力をはるかに越えたものといえるが、一方、思考という本

質的な面では、全くといっていいほど無力である。人工知能は大量

の知識データに対して、高度な推論を的確に行うことを目指したも

のである。（1990）
● 人工知能 - Wikipedia

○ 「『計算』という概念と『コンピュータ』という道具を用いて『知能』を研

究する計算機科学の一分野」を指す語。「言語の理解や推論、問

題解決などの知的行動を人間に代わってコンピュータに行わせる

技術」、または、「計算機による知的な情報処理システムの設計や

実現に関する研究分野」ともされる。（参照：2024-03-28）

https://www.ai-gakkai.or.jp/about/about-us/jsai_teikan/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD


AIマップ

人工知能学会AIマップ https://www.ai-gakkai.or.jp/aimap/

生成AI

https://www.ai-gakkai.or.jp/aimap/


AIによる認識
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手書き数字 望ましい認識結果
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輪がなければ 1・2・3・5・7
輪が1つなら 0・4・6・9
輪が2つなら 8
縦線があれば 1・4・5・7
十字があれば 4・8
・・・

ルールの構築
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例外の発生と
対応を繰り返す

手書き数字 望ましい認識結果

ルールベースによる認識



0 →   5%
1 →   0%
2 →   0%
3 → 10%
4 →   0%
5 →   5%
6 → 10%
7 →   0%
8 → 60%
9 → 10%

→ 0
→ 1
→ 2
→ 3 
→ 4 
→ 5 
→ 6 
→ 7 
→ 8
→ 9

事例と正解（教師）から対応関係を
自動的に学習させたもの＝モデル

モデルにより
特定の数字らしさを算出

機械学習による認識

学習データ

教師データ

機械学習
アルゴリズム

未知のデータ



AIにできること

● 経験と知識に基づいて「○○らしさ」を把握する技術

○ 経験：すでに存在している大量の情報・データ

○ 知識：論理や手続きによって与えられる、ものごとの関係性

● 例

○ 数字らしさ・文字らしさ

■ 1・2・3・A・あ・阿・아

○ 動物らしさ

■ 🐕・🐶・🐩・🐈・🐱・󰴛
○ 言語らしさ

■ 意味のある記号のつながり

● 単語

■ 流暢な記号のつながり

● 文法・文脈

株式会社NTTデータ先端技術「世界で開発が進む大規模言語モデルとは（後編）」
https://www.intellilink.co.jp/column/ai/2022/072800.aspx

https://www.intellilink.co.jp/column/ai/2022/072800.aspx


AIにできること

● 「○○らしさ」の把握が可能にすること

○ 認識：与えられた選択肢から選ぶ

○ 検索：類似性の高いものを探す

○ 生成：入力から出力に変換する

■ 要約：長い文章→短い文章

■ 翻訳：日本語→英語

■ 対話：質問→応答

● 数値化（ベクトル化）による汎用性

○ 言語を問わない

○ メディアを問わない

■ テキスト・画像・動画・・・

○ 「距離」を機械的に計算できる

■ 似ているもの・似ていないもの

Embedding Projector https://projector.tensorflow.org/

https://projector.tensorflow.org/


メタデータの自動入力

Alma AI Metadata Assistant in the Metadata Editor 
https://knowledge.exlibrisgroup.com/Alma/Product_Documentation/010Alma_Online_Help_(English)/Metadata_
Management/005Introduction_to_Metadata_Management/The_AI_Metadata_Assistant_in_the_Metadata_Editor

https://knowledge.exlibrisgroup.com/Alma/Product_Documentation/010Alma_Online_Help_(English)/Metadata_Management/005Introduction_to_Metadata_Management/The_AI_Metadata_Assistant_in_the_Metadata_Editor
https://knowledge.exlibrisgroup.com/Alma/Product_Documentation/010Alma_Online_Help_(English)/Metadata_Management/005Introduction_to_Metadata_Management/The_AI_Metadata_Assistant_in_the_Metadata_Editor


類似テキストの検索

● 『古今集』などの主要な歌集は、誰もがその内容を熟知しているものであった。したがっ

て、その中のほんの一部を引用したり、その内容を暗示するような語句を用いることで、

その文脈に、つよい意味を与えることができる。（近藤2024）
○ 源氏物語：15366センテンス

○ 古今集：　1063首
● ベクトル化＋近傍検索による類似箇所の発見

○ 古今集 396
■ 飽かずして別るる涙滝にそふ水まさるとやしもは見るらむ

○ 源氏物語 関谷

■ 行くと来とせきとめがたき涙をや絶えぬ清水と人は見るらむ　え知りたまはじ

かしと思ふにいとかひなし

近藤泰弘「『源氏物語』の引き歌をベクトル検索によって検出する方法」人工知能学会全国大会論文集 (2024)
https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2024.0_1N4OS1803

組み合わせ：16334058通り

https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2024.0_1N4OS1803


● 函館市中央図書館「デジタル資料館」のポスター画像2003枚の可視化

○ タイトルの文字列検索（港まつり）

○ 画像自体の類似度

○ タイトルの「意味」の類似度

類似画像の検索

奥野拓「AIによる画像内容の特徴抽出と応用」デジタルアーカイブ学会誌（2024）https://doi.org/10.24506/jsda.8.3_120

https://doi.org/10.24506/jsda.8.3_120


大規模な資料を対象とした対話

● 東京大学百年史

○ 通史3巻・約3500ページ

○ NDLOCRを用いた全文テキスト化

○ ChatGPTカスタムバージョンの作成

■ 資料に限定した回答をするように指示

東京大学百年史 https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/history/03_03_j.html

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/history/03_03_j.html


大規模な資料を対象とした対話

Google NotebookLM https://notebooklm.google.com

https://notebooklm.google.com


デジタルアーカイブと AI

● デジタルアーカイブの構築・活用のさまざまな局面で利用可能

○ データの整形・構造化

○ テキスト化（OCR・キャプション生成）

○ 固有表現の抽出（人名・地名・時間情報・概念・・・）

○ 統計・分析

○ 可視化・要約

○ ・・・

● それぞれのタスクは単一の技術では解決できない

○ 例：画像→OCR→テキスト→ベクトル化→数値→近傍検索→引き歌

○ タスクを複数の技術モジュールの組み合わせで表現する

■ 要求定義→要件定義→基本設計→詳細設計→開発・実装

■ 情報システムの開発プロセスそのもの

○ ファシリテーターとしてのデジタルアーカイブ専門家の必要性



デジタルアーカイブと AI

● 経験と知識に基づいて「○○らしさ」を把握する技術

○ 経験：すでに存在している大量の情報・データ

○ 知識：論理や手続きによって与えられる、ものごとの関係性

● ハルシネーション（口から出任せ）

○ 「○○らしさ」には正・誤・真・偽に関するメタ情報は含まれない

○ 自身で解釈可能なものごとをAIに解釈させる

■ 回答の範囲を限定させる

● 存在していないものごとはAIには取り扱えない

○ 本当はあるのに入手できていない？

○ 本当にない？

■ AIの出力から区別することは原理的に不可能

○ デジタルアーカイブの可能性


